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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大

臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本工業規格          JIS 
 T 8106：2016 
 

安全靴・作業靴の耐滑試験方法 

Test method for slip resistance of protective and occupational footwear 

 
序文 

この規格は，2012 年に第 2 版として発行された ISO 13287 と整合化を図ることを主な目的として作成し

た日本工業規格である。また，転倒防止の面から粉体上及び氷面上で使用する耐滑靴の選択方法，及び高

い耐滑性能をもつ靴に対する問題点及び注意事項を附属書に記載し，ユーザーが着用環境に少しでも適合

した安全靴及び作業靴を選択できるようにしたものである。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JD に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，製造業，建設業，運輸業，食品小売業などの事業場において使用する安全靴及び作業靴の

耐滑試験方法について規定する。 

スパイク，金属びょう（鋲）及びその類似品が装着された靴には適用できない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 13287:2012，Personal protective equipment－Footwear－Test method for slip resistance（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0601 製品の幾何特性仕様（GPS）－表面性状：輪郭曲線方式－用語，定義及び表面性状パラメ

ータ 

注記 対応国際規格，ISO 4287，Geometrical Product Specifications (GPS)－Surface texture: Profile 

method－Terms, definitions and surface texture parameters（IDT） 

JIS K 6253-2 加硫ゴム及び熱可塑性ゴム－硬さの求め方－第 2 部：国際ゴム硬さ（10 IRHD～100 

IRHD） 

JIS S 5037 靴のサイズ 

ISO 4662，Rubber, vulcanized or thermoplastic－Determination of rebound resilience 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 


